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PROFILE
■杉浦裕子
岡山歯科衛生専門学院卒業後、市内開業
医に10年勤務。その後フリー 歯科衛生士と
なる。
平成6年3月 明星大学人文学部（教育心
理学科幼児教育学専攻）卒
業（教育学士）
平成8年 日本心理学会認定心理士
平成8年7月 九州にて開業医、公的機
関、病院、特別養護老人施
設などで口腔衛生指導およ
びスタッフ教育に関わる。
平成16年4月 岡山大学大学院医歯薬学
総合研究科 社会人修士課
程入学歯周病態学分野で
造血細胞移植患者の口腔
感染管理に取り組む。
平成18年3月 同上終了、修士（歯科学）
平成18年4月 岡山大学医学部・歯学部
附属病院　研修生（歯周病
態学分野）
平成20年4月 岡山大学大学院医歯薬学
総合研究科 病態制御科学
専攻 病態機構学講座 歯周
病態学分野 技術補佐員
平成22年4月 岡山大学病院医療技術部
（歯科部門　腫瘍センター
担当）
現在に至る
（左） 紹介時の左頬粘膜：カンジダが検出されたためアンホテリシンB含嗽と、口腔乾燥が激しく市販の保湿剤の使用を開始するとと
もに、口腔用ステロイド軟膏の使用を開始した。
（右）3カ月後の口腔内：発赤は残っているが、潰瘍は消失し、当初よりかなり粘膜の状況が改善している。
